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r三田学会雑誌」 80卷2 号 （1987年6 月）

货幣的重複世代モデルにおける 

競争均衡の存在について

福 岡 正 夫  

須 田 伸 一

1 本稿は貨幣が用いられている重複世代モデルにおいて競争均衡が存在しうることを誰明しよう 
_  ( 1)

とする試みで，筆者の1 人がすでに他の機会に発表した論文の多数財モデルへの一般化を目ざして

いる。それはまた，同種のモデルに即して競争肯衡が最適性を満たしうることを示した筆者たちの
( 2 )

共同論文r貨幣と重複世代モデル」の内容を空虚ならしめないためのc o m p a n i o n  p i e c eであると 

も考えられよう。

2 モデルは上記共同論文がもとづくものとほぽ同じであるから，詳論は避け，以下の推論に最小 

限必要とされる限度での再述にとどめることにしよう。

まず経済は第1 期に始まり，以降将来に向かって限りなく継起的に進行していく。各期/ ( / = 1 ,  

2,……）の取引主体は，その期の期首に生まれ，もう1 期生き延びる「若年期」の個人1 人と，そ 

の期に後半生を迎え，期末に死滅する「老年期J の個人1 人とから成り，取引はもっぱらそれら2 

個人のあいだで行われうるにすぎない。実物的な財は" 種類あり，各個人には毎期首それらの財の 

一定の組合わせが初期賦存量として与えられる。これらはみなperishableで，次期に持越すこと 

は不可能であるが，他方その社会にはそれ自体効用をもたない代りに来期の購買力として持越しう 

る名目貨幣の一定量があり，それが2 期間にわたる各個人の消費を最適化する上での手段として利 

用される。市場の仕組みとしては，今期の交換のための現物市場のみが毎期開かれ， r若年期J の 

個人は余分の実物財をそこで貨敷と交換して，その貨幣を自分が「老年期」になったときの所得の 

不足分に充当する。取引にさいしてはどの個人も来期の価格を完全に予見することができ，したが 

って現実価格と予想伽格との乖離の現象は生じない。

さて上記のモデル構造は，つぎのような数学的記号の導入をつうじて，いっそう精確に定式化さ

注 （1 ) Shinichi Suda, "Existence of Monetary Competitive Equilibrium in the Overlapping-Genera- 

tions Model", presented at the KERP Conference January 15-16, 1987.

( 2 ) 本誌，1987年4月号所載。
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れよう。まず各世代の個人/ の消費可能集合をX o = m  a = o ) あ る い は が 0 =1, 2,……） 

で記し，どの個人-ひ= 0 ,1 ,……）についてもX t 上で定義される選好順序は効用関数《パ 

によって表示されるものとする。それらの効用関数めについては，つぎの仮定が設けられる。 

仮定 1 U tは X t 上で連続かつ単調であり，また X t 内で厳密に擬[HIである。

他方，個人《の初期賦存量ぺクトルは0»(=(0>?, Cl4+1)で記され，それらについてはつぎのように 

仮定される。

仮定 2 0)0—(tio € R+

o>t ニ G u L  tot^O e R++ X  R+

そのほか世代0 の個人は第1期の期首にM O O ) であらわされる貨幣の初期賦存量をもち， そ 

れ は f- 1 ,2 ,……をつうじてつねに一定の大きさに維持されていくとする。

個人f の財需要量ベクトルは前半期，後 半 期 双 方 の 需 要 を 併 せ て と 書 か れ ，また 

前半期の貨幣需要量はrm で，後半期の貨幣供給量はm tで示される。これらの財•貸幣の需給量 

は各人の効用最大化行動をつうじて決定されるが，それらが整合する各現物市場は時間的に互いに 

独立であるから，われわれは各期の価格ベクトルを，貨幣の価格がつねに1 にひとしくなるように 

規準化することができる。そこで，そのように規準化された/ 期の価格ぺクトルをが で示すとす 

れぱ，各世代の個人の効用最大化プログラムはつぎのように言きあらわされる。

まず世代0 の個人は，後半生の需給計画の決定にのみ当面するわけであるから，m 与のわ1eH U , 

a i e R l およびM f /?++の下で

が さ pi oi+fHo 

ffk さ M  

Xo € ̂ 0

服しつつ

MoOi)

の最大化を図り，その結果すぺてのがに対して財の需要関数と貨幣の供給関数

m>=/ ? (が）

がー意的に?i 定される。

他方，世 代 2 ,……）の個人が当面する効用最大化問題は，所与の（が,が+i)eだ+\お 

よび（0/り X  の下で

が+i：Cレ1さが+i(y广1 +历，

M t さfHt

Cxt,
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に服しつつ

uX x l, »5+り

を最大化することであり，同後にすべての（が，がに対して財の需要関数と貨幣の需要 

供給関数

が,が+1)

0；广 = / ド1(が,が+1)

供' = , で(ダ’が+1)

历< = / 〒(が,が+1)

がー意的に導かれる。

財市場と貨幣市場における需給均衡の条件は，それらの需要関数，供給関数を用いて 

/ J (ダ）+ , i (ダ,が) =coS+a»J for t = l
(a》

p '：)+rtCp\p'n=<ol-i+(ol for t= 2 ,3 ,……

f f W = f T C p \ /)*) for ^ = 1

/〒-i(が-1,が）= , ? (が,が+ 1 ) for t= 2 ,3,……

のように書かれ，これらをことごとく満たす財価格の列/ » = (ダ,が,……,/>*,…… が当該 

経済の競争均衡である。

最後に仮定1 の単調性から，各個人の予算制約式が厳密な等式で成立することに注目しておこう， 

この点を考慮に入れれば，市場均衡の条件(a), Ob)が成立するしないにかかわらず

/?(/>*)= M

り=/?(/>',/>‘+*) for t= l ,2 ,… ...

が恒等的に成立することは自明である。よってわれわれは，以下の議論をつうじてy r と/ 〒を区 

別して用いる必要はなく，貨幣市場の需給均衡条件としては(b)と等値な 

(b') f K が，pt+ i)=M  for t = l , 2 ,……

を代置して分析を進めれぱよいことになる。

3 ここで本来の問題に入り，上記のモデルでの競争均衡の存在証明に着手することにしよう。そ 

のための準備として，まず本節では上記の無限期経済をある有限のf 期までで切断した有限期経済 

を考え，後者におけるいわゆる《均 衡 （/.equilibrium)の存在を示す。

《均衡とはつぎのような/期までの需給均衡条件
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fW+f\ip\p^')=(o\+a>\

パ(ダ’ダ) + / 1 (ダ,が)= のけ0>ミ

/ 【【-1(/> ト1,が）+ / K  が，/>【+i)=tur-i+(u: 

fKp\P^~)=M

n o i 【,广 ) = M

(3)

を満たす価格の列/> =〔が,が,……,が，が+1,……） と定義される。この定義から明らかなように’ 

もし/>=(が,が,… ...,が,が+1,……）が/均衡であるならば

p ''= p ' for s = l , .... , ^ + 1

を満たすどのような// = ( ダ',が',……,が',が+1',.マ…）もまたすべて《均衡である。すなわち#均 

衡の概念においては，《+ 2 期以降の価格の成分はまったく不確定であり，n i ?ンからどのような 

成分をとり出してダ,ダ,……,ず +1を補足しても間うところではない。

定理 1 仮定1 および2 が満たされていれば，すべての《= 1 , 2,....についてf 均衡が存在す

る。

U 明

註明はM どおり角谷の不動点定理を用いて行われるので，向定理の梓組みにうまくはまり込むよ 

うに，価格規準化の方法を適当に変更しておく必要がある。そこで目下のん期経済における貨の 

価格をデ ’™であらわし，（が,が, ……,が+1,1)を （が,ゲ, ……,デ+1,デ’™ )とした上で，後者のす 

ぺての成分の和が1 となるように価格の再規準化を行うことにする。すなわち当面のところ， /+1 

期までのすべての価格を" ひ+1) 次元の価格シンプレックス 

J三{〔め …… デ,™) f/?プ(+i)x i?+|
の上で考えていくわけで，ここでg * = デ’""が，またg がすぺて1 の成分から成る"次元ベクトル 

であることはいうまでもないであろう。

新 し い 価 格 ……，gt+i,デ, ™ )の下では，予算制約式は5 = 0 については

qWo ^  ^<ol+g^>'^M

5 = 1 ,2 ,…… については

q' さ q'o}\

ゲ+ia;;+iさ 广 + デ’™ m ,

と* かれるから，財の需要関数もまたそれぞれtp)s (g i,デ’™), 0̂;(めゲ +1,デ’"0, g*+i,q ^ n

注 （3) f 均南の定義については，Y. Balasko and K. Shell, "The Overlapping-Generations Model, I: 

The Case of Pure Exchange without Money", Journal o f Economic Theory, December 1980, 

P .289参照。ただし，われわれのモデルは貨幣を導入しているので，存在SE明の手法は彼らとまった 

く異なっている。
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の形で導出されることになる。しかし，それらの0 次同次性を考慮すれぱ，デ，™> 0 であるかぎり

=  l)=/"i〔が）

(3.1) 9 W ,q '^ \ q ^ n  =  <pMp\p'^\l')=fMp\p'^^：> for s = l , 2 ,……,t

0̂:+1(デ，ゲ+\ゲ’ "0 =  ̂ 5广1(が ’が+\1)=/:+1(/»'’ダ+ 1 )for sニ 1 ,2 ,…… , t

となるから，事態の実質には何らの変化もない。そしてこの点は，貨幣の需要関数ifT, (もしくは 

供給関数{0ラ）にっいてもまったく同様である。他方また仮定1 から各個人の欲望が非飽f q となる 

ことを考えれば，っねに等式

(3. 2) q'^\ g*，™ ) + デ，" ( デ,ゲ+\ デ’™) =  for s = l , 2,……, t

g'^\ ゲ,™)ニg'+i (u;+i+デ’"̂ <p%q,’ ゲスゲ，つ for 5 = 1 , 2 ,… …,t

が成り立っことも自明であろう。

さてここで上記のき要関数ぜ，パおよび9:+1を用いて，価格シンプレックスj の内部から 

i?"(け" X  /?へのっぎのような関数〔を構成することにしよう。

Cl g®,ゲ’™)—<yj—twl

Cl (j?) = (p\Cq̂, デ’™) + ポゲ,が’ヴ'’つ_0)?— のミ

=  q\g',™)+^o5(ゲ，g*+i,

=  デ, 广 *,デ’"*)一"ド1ー0>;:1

これらの関数のうち仏 (f) からまでにっいては各期の超過需要関数という意味を付与す 

ることができ，したがってそれらに格別の説明をっけ加えることは不要であろう。しかし終りの 

〔け1 ( g )およびCm(めにっいては，若干付言しておくのが有益であると思われる。当面の経済はf 

期で切断されているわけであるから，世代/ の個人が後半生に自分の賦存量a)广1 をぜえる消費を 

所望するとしても，彼に財を与える世代/+ 1 の個人は存在していない。それゆえ，Cけ1(g) 式の右 

辺にあらわれるニは一っの虚構であって，市場のオークショニアがこれを個人/に与えると解 

するほかはないであろう。その代り，個人/ がそれに当てるべく繰り越した貨幣M は，その代価 

としてオークショニアに引き渡されると考えられ，最 後 の 式 は ，そのような経済の終結条件 

すなわち最終世代の個人とオークショニアとのあいだのバランス条件g け1CW ? ニ =  g*’m M にもとづ 

く貨幣の超過需要関数と解されうるのである。

ところで，上記の要領で構成された関数C は明らかにi n t dの上で連続であり， ま た （3.2) か 

ら，す べ て の に 対 し て r ワルラス法則」

(3.3) gC(g) ニ 0

—— 5 ( 9 9 )



を満たすことが容易に分る。事:実 Ci(g),«：2(め，……,C«+1(めにそれぞれg W ,……，g t+iをかけ’ 

c ™ ( g )にデ，™ をかけて足し合わせれば，（3 . 2 )の第2 式，第 3 式からg V ;  —g*0); = —ゲ’V ?ニ 

- ( g * + V : + i - g % w : + i )となるので，中間の項はみな相殺され，最初の項/7 > S— と最後の項 

一ぐ，™M のみが残るが，これらもまた（3 . 2 )の第1 式によって相殺され消去されるのである。

以上の準備ののちに，角谷の定理の枠粗みづくりに着手することにしよう。以下での分析にあた 

ってはそこに含まれる財の番号のつけ換えを行い，第 S 期の第?‘財の番号（み0 を 0 —1)«+?'と 

おき，最後の貨幣の番号a m ) を （H ~ l ) « + 1ョ7 V とおいて，すべての財を1,2,……，も……，N

と通し番号づけにするのが便利である。す る と が , .......，̂+\g*’™) =  (gi,g2,....... , q i d とな

るから，

^ =  |(?1)Qiy.... , qn) £ R̂ \ 2  ~ 1 1

と 書 か れ ， こ こ で ! ; を 自 然 数 と し て ，

={(^ 1.^ 2, ..... , Qn) e int J I  みさぐ「 }

とすれば，ボは
C  C .... C  ず  C  ず +1 C .....

int J=  U J**

を満たすコンバクトかつ凸の集合となる。他方またC をCのすへの制限（部分写像）とし，Z "三 

C0 C ( J - )とすれば，Z レもコンパクトかつ凸の集合となる。そ こ で こ の か ら iJ*■への写像ダを

^•(z) =  |g I q z= m a x  j

のように構成すれば，周知のようにダはコンバクト値で凸値，しかも優半連続な対応となる。

これで角谷の定理を構成するすベての素材が出撤ったので，あとは定石どおり X からそれ 

自体への，ダ X C *による写像をつくる。するとそれはつくり方から明らかにコンパクト値， 値 

かつ優半連続であり，したがって同定理の適用により， それには不動点〔ゲ, 2-) f ボ X q"e 

f i W ,  2リ= ご〔が）が存在する。そして（3 .3 )からゲ か 0 , またダ の定義から供"さデ2*̂ for all 

ポであるから，2リについては

(3.4) q 2"^0 for all g e ず

が成立する。

さて，ここで!;を動かして，それぞれのリに応ずる不動点の点列{ぐ,2 " }を考えることにしよう。 

ゲe d  for a l lレであるところから， は当然有界。他 方 • ), ( • ) が下から有界であ 

ることを考えれぱ，（2 1 もまた下から有界。そして（3 . 4 )が成り立つことによって， それは明ら 

かに上からも有界である。ゆえに（ヴ" , 2 0は有界点列であり，われわれは一般性を失うことなくそ 

れがある点（ダ,2 * )に収束すると考えることができる。

すると，まず 2* については

—— 6  a o の ——



が成立する。* 実いま任意のもf U , 2 , …… について第 A：成分のみが1 で他の成分がすべて0 

のベ ク ト ル を とすれば，らに収束し，しかもか ナ for a l l V となる点列{が**)}が存在する。 

そして（3.3) からゲリさ0 for a l lリであるから，リー>ooとすることによってである。 

つぎにg* について

g*€ intJ

となることを証明しよう。このIE明は2 段階に分けて行うこととし，最初にまずm が，™ * > 0 とな 

ることを，ついで（n>ゲ，**>0 for all 5 = 1 ,2 ,……，/+ l, i = l , 2 ,……， w となることをIE明する。

( i ) もし主張に反してであったとすれぱ，ゲ+1*=0とならなくてはならない。なぜな 

ら，も し で ，しかもgt+iキ0 すなわちゲ+*,**>0 for som e?であったとすれぱ， ぱ >0  

であるところから，の一>00のときには

が+ 1 V ,だ

となり，

の有界性に反するからである。

ところで，こ の よ う に で あ る と す れ ば ，さらにとならねぱならないことが知 

られる。享 実 も し for s o m e i であるとすれぱ，仮定1 の単調性したがってそれが含意す 

る境界条件から， デのときには

\\<pW\が+ド’が.格つ’パ+1(がV +1-,ゲ'脚つII ~

とならねばならず，これはC1’ Cレ1 の定義をっうじて<2だ，2けドの有界性と相容れない。

以下同様の推論を続けることによって，デ，"* =  0 の仮定の下では，結局

^ * * = 0  for all 5 = 1 , 2 , ...., ；+ 1

とならざるをえないことになり，これは明らかにデであることに矛盾する。 よって背理法の 

仮定は否定されなくてはならない。

(ii)やはり背理法によるとして，デ，パ= 0  for s o m e  S , であったとする。その5 を s 'とすれぱ， 

境界条件と2がの上からの有界性から，s 'にっいてはデ'’**ニ0 for alli, そして

デ,-1,け= 0  for all i 

g,'+i’< * = 0  for all i

とならざるをえない。そこでこの帰結に前と同様の議論を次々に適用していくことによって，結局 

どの5=1,2,......, / + 1 にっいてもデ，け= 0  for alli とならねぱならないことになる。ゆえに

5 = 1 にっいてもゲ’** = 0  for a l H であるほかはないが，こ れ は パ の 定 義 と ゲ で あ

7 (101) ——



ることから，

\\̂W\

を意味し，ふたたびz l -の上からの有界性に矛盾する。よってこの場合も，背理法の仮定は成立し 

えない。

こうしてパさ0 , デ> 0 となることが分れば，（3 . 3 )すなわちg * 2 * = 0から，ただちに

C 4 ) '
2 = C ( O = 0

となり，財の需給均衡条件

( p \ Q q ^ * , g2*,が.》»*)=(ui+coi

ipKq̂ \ q^ \ +  ゲ*,が.mつニのみ^

が*’ゲ,树*)+^0ぱヴド，gけ1*,が,《*つ= 0 >レ1 +の；

がことごとく成立する。そこで

(が*,が*,……,が+1つニ( ^ ,  ……,

とおき，（3 . 1 )を考慮することによって，

/I。(が• ) + / } (が*,がつ

flC.pl*, p n + f lC p K  p n  =oA+oA

f  I (が- 1*, p n + f  \ (が*,が+1*) =a,i-x+o>J

となる。

他方，貸幣の需給均衡条件にっいては，〔3.2) から 

ゲ VoCgl*’ が'm*) 一 gl*ぷ= が,m* M  

ゲ* (p\Cq̂ \ q^\ が .m*) 一  gl* の1 =が,;》* ド(か*’ g2*’ が .m*)

となるから，これと条件C i ( g * ) = 0とから

ゲ'が' ド(gi*, g^*,が,"** ) =が,》** M,

ゆえに

/ r (が*,が*) ニ M

となり，以下同様に

/ r  ダ *,が*)= M  

とが*,が+i*)=M

注 （4) C は !：の部分写像であるから，z"=ご(ダ）なら明らかに2*̂ = 〔(のでもある。ゆえに（?*\2つが 

(め《っに収束し<7* € i n t J がいえたとすれぱ, C の int j 上の連統性から当然パ=C(«*)となる。

U02)



となる。

. 以上の議論をつうじて（が*,が*,…… ,が+け) は第1 期から第/期までの財および貨幣の需給均 

衡条件をすべて満たすことが知られたわけであり，それに任意，正のが+ 2*,が+3*,……をつけ加え 

たものが《均衡となる。よって《均衡の存在証明が終了した。

4 そのような/ 均 衡 の 集 合 を c  n  とすれば，前節定理1 とt 均衡の定義から，すで 

に

W (0 キ 0 for all ̂=1,2,..
W{1)つW(2)コ……コWW〕 〕……

であることが明らかにされている。そこで本来の無限期経済での競争均衡の存在を示すには，

n ^ w c o  卖 0

となることを示せぱよいわけである力•、，遣憾ながら仮定1 および2 のみをもってしては所望の帰結 

を得るのに不十分である。

たとえば，いま各個人の効用関数と初期賦存量がつぎのように特定化された1 財経済を考えてみ
(5)

よう。

UoCXo) =  Xo

UtCxl, a ; (*«*«■*■* for / = 1,2,....

0)0 ~ 2

(ot = C.2,2) for/=1,2,..
M =1

この事例での財および貨幣の需要関数はそれぞれ 

/ 。1(が) =  # + 2

f o r / = l , 2 ’ ......

パ +1(が ’が+1：)= グ ダ f o rゎ 1 ,2 ,……

/T (が，が+りニが一が+ 1 for t = l , 2 , ……

となり，したがって

P=CP\P\……,が,が+1,が+2,……）

=  0 + 1 ,/,……, 2 , 1 , 1 ,……）

とすれぱ， T K O である。 ところがこの経済は， 本来の競争均南をもつことができない。とし’

注 （5 ) 以下の事例については，S. Suda, op. cit" p .10参照。
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うのは，貨幣の市場がクリアされるためには，

Pけi= p i 一  I for a l lズ= 1 , 2 , ....

とならねぱならず，他方また

/>* > 0  for all t = l , 2 ,....

とならねぱならないが，これらの条件は明らかに両立不可能だからである。

したがって無限期経済の競争均衡の存在を保IEするには，各個人の選好と初期賦存量に対して， 

さらに何らかの付加的な条件を課することが必要となる。われわれは以下本節の議論をつうじて， 

仮定2 をいっそう強い 

饭定 2 0)0 ~ 0

Q) t ~ Cft>e> 0)> 0)1 6 R + +

に改め，さらにまた

仮定 3 各 n こ 対 し て が 存 在 し (が，が+1)さ0):ジを満たす任意の(が ,/ ) '+i)f 

に対して， が，が+り さ と す る こ と が で き る  

を追加することにする。

仮定2'は，どの個人もr老年期」には財の初期賦存量をもつことができず，したがって後半生の 

消費のためにどうしても貨幣を持ち@ さねばならないことを意味している。他方仮定3 は，がが 

が+ 1に対してどれほど安くなったとしても，なお《期の需要は賦存量を越えることがな 

く，それより小さい範囲にとどまりつづけることを意味している。これらはいずれもきびしい仮定 

であるが，読者はたとえば効用関数がコプ= ダグラス型ないしは負のバラメタ一をもつC E S 型で 

ある場合に，仮定2'が仮定3 を含意することを51かめてみることができるであろう。

定理 2 仮定1 , 2 'および3 が満たされていれば，無限期重複世代経済には競争均衡が存在す 

る。

定理そのものをIE明する前に，あらかじめつぎの補助定理をIE明しておくことにしよう。

補勒定理 1 定理2 と同じ仮定が満たされていれば，任意のf さ1 と 任 意 の m ：で)，r =  

t+ l,t+ 2 ,....に対して

0^/>* ̂ jS* for s = l , 2’....’ t

と な る よ う な ひ = 1 , 2 ,……）が存在する。

この補助定理が主張するところは，#均衡の価格ダ,ダ,……，が-1 に対してそれぞれかなb ず上 

限が存在し，しかもそれらの上限は《を延長しても変らないということである。換言すれば，/を 

/ + 1 に延長した場合，当然が の上限j8'が新たに加わるが，それまでのダ,ダ,… ,が-1 は，

が,が,……，/)ト1がが',が'，……，が-1'に変っても，そのまま生きるということが主張されているの 

である。
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補助定理のIE明

仮定3 の e * を用いて，ド' ! 三M U t’ j と定義する。そのとき任意のK た 1 ) , r C r ^ ^ + l ) , pe 

wQc'), s ( i ^ 5 ^ o およびゾa さメ "̂)に対して

が’

となることを示せばよし、わけである。

そこでまず仮定2'を考慮することにより， (で）から，すべての5 = 1 , 2 ,……’でについて

/ : -1(が-1,が）+ / K が，が+1)

が/:-1(が-1,が）= M  

となっているから，後者を用いて

が’プ/',ゾ 1(が-1，が）

ゆえに前者の式から

(4.1) ^  さ/ じ1(が- … が+1)

である。ところ力らp e W iz ')(でさ/+ 1 ) であることから

/ : +い(が,が+1 ) + / ; :ド(が+1,が+2)ニ0)::1，'\

したがって

, 广1’ダ/ が+1)さ cyJS’""

となっているから，仮定3 が使え，その結果

(4.2) 0>:，し /;,'(が，/>,+1)さ S','

となる。よって（4.1), (4.2) を併せて

が’ド e ,

すなわち

广 ぶ み

であることになる。証了。

定理2 の註明

S ョレ f n i? :|  0ン *’ぐ 广 * for all t, i }

(6)  

とすれば，チホノフの定理によってs はコンバクト集合である。そ こ で ひ ）を W COの直積位

注 （6 ) チホノフの定理についてはN. Bourbaki, Topologie generale. I, 1971, p. 6 3 ,日本数学会編『岩 

波数学辞典』第3版，1985, P. 30など参照。
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相に関する閉包として

K り 三 n  s

と定義し， ひ）が非空の閉集合となることをまず示す。

そのために補助定理の, を / + 1 に，またてを/ + 2 に選べぱ，'W"(/+2) =?^=0であることから， 

あ る が 存 在 し て ，0 ^ / > * ^ ^ ( s = l , 2 , ……’ ^ ^ 1 )。そして W ：りつP K / + 2 ) である 

から，pe W it ')でもある。そこで/)タを

が= ( ダ,が,…… ,广 ,後tス 广 ,……） 

e 定義すれば，いうまでもなくが6 S で，しかもがが /)と相違するのは/+ 2 期以降の部分の 

みであるから，/) e T K りならが f W ：り，したがって当然が e W U ^となり，P、 V a ) となって， 

K 0 は非空であることが知られる。

他方 F (りが閉であることは，5 がコンバクトでが閉であることから自明である。 

こうしてy ひ）は S の非空閉部分集合になることが分り，ま た の 定 義 か ら

F(l) D F ( 2 ) 〕……〕 ゲ（り つ F O K 1 ) つ……

の成り立つことが分っている。これは{ F (り} が有限交叉性を満たすことにほかならないから，結 

局

n  VCO=^0

であることが保I Eされ，よって/)* f n  とすれぱ，どんな《をとってもダf F a ) , したがっ

てダ f 尿^ となる。

ここから進んでさらにどんな《についてもダf P K O となることを示すのが証明の最終目標で

あるが，いまそのためのステップとして，すべての《==1,2,....に対しP* 6 WQ')であることがつ

ぎの含意をもつことに注目しよう。すなわちそのことからわれわれは，それぞれのm i ) ,  m 2), 

……のなかに，いずれもダに収束する点列{が*1)}, ……が存在すること，したがってそれ

らの各点列のなかから点がホ，パボ,……を 1 個ずつとり出して，

がな)— ダ as v->oo

e WCu) for v =  l,2,……

を満たすような新たな点列ipな) } をつくりうること，を主張することができる。そこに含まれろ 

それぞれのが,()"）自体が（が 力 L’r ' , ……，がJ \ ……）という無限個の価格べクトルを含んで

いるわけであるから，ここで任意に《を固定して，各ゎな) のなかからf 期の倾格ベクトルのみを 

とり出し，

が’2ヴ2),……， …… }

という点列を考えてみる。がミ) がダに収束するのである以上，/)には当然ダの第/ベクトル
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が* に収束することになる力；，以下ではリーのとき，が；; リ〉の成分がいずれも0 にはならないこ 

と，すなわちが* の成分がみな正となることをIE明する。

この主藤の証明にあたってはリーのときのことを考えているのであるから，一般性を失うこ 

となくリさ《として議論を進めてよいであろう。

いまもし前記の主張に反し，が； のある成分が0 に収束したとすれば，前と同様，境界条件が 

成立することと，各が„(；；)が PKiO C  w c o に属することの双方から， ダ 〉のすベての成分が0 

に収束するのでなくてはならない。ところがこれは貨幣市場の均衡条件

PtT'coi 一 ダ(’J f V ' W J f ) ,  パ"))= M  

に矛盾する。よって/)ド> 0 でなくてはならないのである。

ここであらためて任意にf を固定し，最後にダとなることを主張したい e しかし，この 

主張は，以上のところですでに51立されている諸命題

Vさt であればがな) e W G )  C  W C O  

がな） t>* as y —> CO 

が* > 0  for 5 = 1 , 2’...., ̂ + 1

需要関数は厳密に正の価格上で連続

を同時に考慮すれば，成立することが明らかである。しかもこれは任意の/について成立するので 

あるから，

p*e n WO)
となることも明らかであろう。よってn  w ( / )の非空となることが確立され，

れた。

福闲正夫 

須田伸一

所望の目的が達成さ

(経済学部教授） 

(経済学部助手）
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